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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信システムにおいて基地局とリモート無線端末との間の通信を中継するための処
理を行う制御部を備えるリレー無線端末であって、
　前記リレー無線端末がアイドルモードにあり、かつ、前記リレー無線端末と前記リモー
ト無線端末との間の端末間無線リンクが確立された状態において、前記制御部は、
　　前記リレー無線端末のページング受信機会において、前記リモート無線端末の識別子
を呼び出し先として含むページングメッセージを前記基地局から受信する処理と、
　　前記ページングメッセージの受信に応じて、前記リモート無線端末だけでなく前記リ
レー無線端末も呼び出されているか否かを判断する処理と、を実行し、
　前記制御部は、
　　前記リレー無線端末の識別子も呼び出し先として前記ページングメッセージに含まれ
ていること、
　　前記リレー無線端末も呼び出されていることを示す指示子が前記ページングメッセー
ジに含まれていること、
　　前記ページング受信機会において前記リレー無線端末の識別子を呼び出し先として含
む他のページングメッセージをさらに受信したこと、
　のうち何れかの条件が満たされた場合に、前記リモート無線端末だけでなく前記リレー
無線端末も呼び出されていると判断する
　リレー無線端末。
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【請求項２】
　前記リレー無線端末が前記アイドルモードにある場合において、前記制御部は、
　　前記ページングメッセージの受信に応じて、前記リモート無線端末が呼び出されたこ
とを示すページング情報を前記リモート無線端末に送信する処理と、
　　前記ページング情報に応答する応答情報を前記リモート無線端末から受信する処理と
、
　　前記リモート無線端末から前記応答情報を受信したことに応じて、前記アイドルモー
ドからコネクティッドモードに遷移する処理と、をさらに実行する
　請求項１に記載のリレー無線端末。
【請求項３】
　前記リレー無線端末がコネクティッドモードにあり、かつ、前記端末間無線リンクが確
立された状態において、前記制御部は、アイドルモード用のページング受信機会において
前記ページングメッセージを監視する処理をさらに実行し、
　前記アイドルモード用のページング受信機会は、前記リレー無線端末の識別子又は前記
リモート無線端末の識別子に基づいて定められる
　請求項１に記載のリレー無線端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システムにおいて用いられるリレー無線端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信システムの標準化プロジェクトである３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏ
ｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）において、リレー無線端末とリモート無
線端末との間の直接通信を用いて、リレー無線端末が基地局（ネットワーク）との接続性
をリモート無線端末に提供するリレー機能の仕様が策定されている。このようなリレー機
能は、「ＰｒｏＳｅ　ＵＥ－ｔｏ－Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｒｅｌａｙ」と称されることがある
。リレー機能を高度化するために、基地局が送信するページングメッセージ及び／又はシ
ステム情報をリレー無線端末がリモート無線端末に中継可能とするための技術が検討され
ている（非特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】３ＧＰＰ寄書　「Ｒ２－１７０２９８７」
【発明の概要】
【０００４】
　第１の側面に係るリレー無線端末は、移動通信システムにおいて基地局とリモート無線
端末との間の通信を中継するための処理を行う。前記リレー無線端末がアイドルモードに
あり、かつ、前記リレー無線端末と前記リモート無線端末との間の端末間無線リンクが確
立された状態において、前記制御部は、前記リレー無線端末のページング受信機会におい
て、前記リモート無線端末の識別子を呼び出し先として含むページングメッセージを前記
基地局から受信する処理と、前記ページングメッセージの受信に応じて、前記リモート無
線端末だけでなく前記リレー無線端末も呼び出されているか否かを判断する処理と、を実
行する。前記制御部は、前記リレー無線端末の識別子も呼び出し先として前記ページング
メッセージに含まれていること、前記リレー無線端末も呼び出されていることを示す指示
子が前記ページングメッセージに含まれていること、前記ページング受信機会において前
記リレー無線端末の識別子を呼び出し先として含む他のページングメッセージをさらに受
信したこと、のうち何れかの条件が満たされた場合に、前記リモート無線端末だけでなく
前記リレー無線端末も呼び出されていると判断する。
【０００５】
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　第２の側面に係るリレー無線端末は、移動通信システムにおいて基地局とリモート無線
端末との間の通信を中継するための処理を行う制御部を備える。前記制御部は、前記基地
局からブロードキャストされるシステム情報を受信する処理と、前記システム情報に含ま
れる情報を前記リモート無線端末に中継するか否かを判断する処理と、を実行する。前記
制御部は、前記リレー無線端末と前記リモート無線端末との間の端末間無線リンクが確立
していない状態において、前記リレー無線端末が前記端末間無線リンクを確立すると判断
したこと、前記端末間無線リンクが確立された状態において、前記リレー無線端末が前記
システム情報の更新を検知したこと、前記端末間無線リンクが確立された状態において、
前記リレー無線端末が前記リモート無線端末からシステム情報中継要求を受信したこと、
のうち何れかの条件が満たされた場合に、前記システム情報に含まれる情報を前記リモー
ト無線端末に中継すると判断する。
【０００６】
　第３の側面に係る第１の無線端末は、移動通信システムにおいて基地局と第２の無線端
末との間の通信を中継するための処理を行う制御部を備える。前記制御部は、前記基地局
からブロードキャストされる複数のシステム情報（ＳＩＢ：System Information Block）
を受信する処理と、前記第２の無線端末との端末間無線リンクを介して、前記複数のシス
テム情報のうち一部のシステム情報を前記第２の無線端末に転送する処理と、を実行する
。前記一部のシステム情報は、３ＧＰＰ（ＬＴＥ）のサイドリンク直接通信に関するシス
テム情報であるＳＩＢタイプ１８と３ＧＰＰ（ＬＴＥ）のサイドリンク直接ディスカバリ
ーに関するシステム情報であるＳＩＢタイプ１９を含む。
【０００７】
　第４の側面に係る第２の無線端末は、移動通信システムにおいて、基地局と、第１の無
線端末による中継を介して通信する処理を行う制御部を備える。前記制御部は、前記第１
の無線端末との端末間無線リンクを介して、前記第１の無線端末から転送されるシステム
情報を受信する処理を実行する。前記システム情報は、前記基地局からブロードキャスト
される複数のシステム情報のうちの一部である。前記システム情報は、３ＧＰＰ（ＬＴＥ
）のサイドリンク直接通信に関するシステム情報であるＳＩＢタイプ１８及び３ＧＰＰ（
ＬＴＥ）のサイドリンク直接ディスカバリーに関するシステム情報であるＳＩＢタイプ１
９を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施形態に係るＬＴＥシステム（移動通信システム）の構成を示す図である。
【図２】実施形態に係るＵＥ（無線端末）の構成を示す図である。
【図３】実施形態に係るｅＮＢ（基地局）の構成を示す図である。
【図４】実施形態に係るＬＴＥシステムにおける無線インターフェイスのプロトコルスタ
ックを示す図である。
【図５】実施形態に係るＬＴＥシステムの無線フレームの構成を示す図である。
【図６】実施形態に係るリレー機能を示す図である。
【図７】リモートＵＥを呼び出すための第１のページングシナリオを示す図である。
【図８】リモートＵＥを呼び出すための第２のページングシナリオを示す図である。
【図９】実施形態に係るアイドルモードにおける第１のページング中継動作を示す図であ
る。
【図１０】実施形態に係るページングメッセージの構成例を示す図である。
【図１１】実施形態に係るアイドルモードにおける第２のページング中継動作を示す図で
ある。
【図１２】実施形態に係るコネクティッドモードにおけるページング中継動作を示す図で
ある。
【図１３】実施形態に係るシステム情報中継動作の動作例１を示す図である。
【図１４】実施形態に係るシステム情報中継動作の動作例２を示す図である。
【図１５】実施形態に係るシステム情報中継動作の動作例３を示す図である。
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【発明を実施するための形態】
【０００９】
　（１）移動通信システム
　実施形態に係る移動通信システムの構成について説明する。図１は、実施形態に係る移
動通信システムであるＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システムの構
成を示す図である。ＬＴＥシステムは、３ＧＰＰ規格に基づく移動通信システムである。
【００１０】
　図１に示すように、ＬＴＥシステムは、無線端末（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎ
ｔ）１００、無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Ｅｖｏｌｖｅｄ－ＵＭＴＳ　
Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）１０、及びコア
ネットワーク（ＥＰＣ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｒｅ）２０を備える。
【００１１】
　ＵＥ１００は、移動型の通信装置である。ＵＥ１００は、例えば、携帯電話端末、タブ
レット端末、カード型端末、又は車載型端末等である。ＵＥ１００は、自身が在圏するセ
ル（サービングセル）を管理するｅＮＢ２００との無線通信を行う。
【００１２】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０は、基地局（ｅＮＢ：ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ）２００を含
む。ｅＮＢ２００は、Ｘ２インターフェイスを介して相互に接続される。ｅＮＢ２００は
、１又は複数のセルを管理する。ｅＮＢ２００は、自セルとの接続を確立したＵＥ１００
との無線通信を行う。ｅＮＢ２００は、無線リソース管理（ＲＲＭ）機能、ユーザデータ
（以下、単に「データ」という）のルーティング機能、モビリティ制御・スケジューリン
グのための測定制御機能等を有する。「セル」は、無線通信エリアの最小単位を示す用語
として用いられる。「セル」は、ＵＥ１００との無線通信を行う機能又はリソースを示す
用語としても用いられる。
【００１３】
　ＥＰＣ２０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）及びサービングゲートウェイ（
Ｓ－ＧＷ）３００を含む。ＭＭＥは、ＵＥ１００に対する各種モビリティ制御等を行う。
ＭＭＥは、ＮＡＳ（Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）シグナリングを用いてＵＥ
１００と通信することにより、ＵＥ１００が在圏するトラッキングエリア（ＴＡ）の情報
を管理する。トラッキングエリアは、複数のセルからなるエリアである。Ｓ－ＧＷは、デ
ータの転送制御を行う。ＭＭＥ及びＳ－ＧＷは、Ｓ１インターフェイスを介してｅＮＢ２
００と接続される。
【００１４】
　図２は、ＵＥ１００（無線端末）の構成を示す図である。図２に示すように、ＵＥ１０
０は、受信部１１０、送信部１２０、及び制御部１３０を備える。
【００１５】
　受信部１１０は、制御部１３０の制御下で各種の受信を行う。受信部１１０は、アンテ
ナ及び受信機を含む。受信機は、アンテナが受信する無線信号をベースバンド信号（受信
信号）に変換して制御部１３０に出力する。
【００１６】
　送信部１２０は、制御部１３０の制御下で各種の送信を行う。送信部１２０は、アンテ
ナ及び送信機を含む。送信機は、制御部１３０が出力するベースバンド信号（送信信号）
を無線信号に変換してアンテナから送信する。
【００１７】
　制御部１３０は、ＵＥ１００における各種の制御を行う。制御部１３０は、少なくとも
１つのプロセッサ及びメモリを含む。メモリは、プロセッサにより実行されるプログラム
、及びプロセッサによる処理に用いられる情報を記憶する。プロセッサは、ベースバンド
プロセッサと、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）と、を含ん
でもよい。ベースバンドプロセッサは、ベースバンド信号の変調・復調及び符号化・復号
等を行う。ＣＰＵは、メモリに記憶されるプログラムを実行して各種の処理を行う。プロ
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セッサは、後述する処理を実行する。
【００１８】
　図３は、ｅＮＢ２００（基地局）の構成を示す図である。図３に示すように、ｅＮＢ２
００は、送信部２１０、受信部２２０、制御部２３０、及びバックホール通信部２４０を
備える。
【００１９】
　送信部２１０は、制御部２３０の制御下で各種の送信を行う。送信部２１０は、アンテ
ナ及び送信機を含む。送信機は、制御部２３０が出力するベースバンド信号（送信信号）
を無線信号に変換してアンテナから送信する。
【００２０】
　受信部２２０は、制御部２３０の制御下で各種の受信を行う。受信部２２０は、アンテ
ナ及び受信機を含む。受信機は、アンテナが受信する無線信号をベースバンド信号（受信
信号）に変換して制御部２３０に出力する。
【００２１】
　制御部２３０は、ｅＮＢ２００における各種の制御を行う。制御部２３０は、少なくと
も１つのプロセッサ及びメモリを含む。メモリは、プロセッサにより実行されるプログラ
ム、及びプロセッサによる処理に用いられる情報を記憶する。プロセッサは、ベースバン
ドプロセッサと、ＣＰＵと、を含んでもよい。ベースバンドプロセッサは、ベースバンド
信号の変調・復調及び符号化・復号等を行う。ＣＰＵは、メモリに記憶されるプログラム
を実行して各種の処理を行う。プロセッサは、後述する処理を実行する。
【００２２】
　バックホール通信部２４０は、Ｘ２インターフェイスを介して隣接ｅＮＢと接続される
。バックホール通信部２４０は、Ｓ１インターフェイスを介してＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ３００
と接続される。バックホール通信部２４０は、Ｘ２インターフェイス上で行う通信及びＳ
１インターフェイス上で行う通信等に用いられる。
【００２３】
　図４は、ＬＴＥシステムにおける無線インターフェイスのプロトコルスタックの構成を
示す図である。図４に示すように、無線インターフェイスプロトコルは、ＯＳＩ参照モデ
ルの第１レイヤ乃至第３レイヤに区分されている。第１レイヤは物理（ＰＨＹ）レイヤで
ある。第２レイヤは、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤ、
ＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤ、及びＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ
　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）レイヤを含む。第３レイヤは
、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤを含む。ＰＨＹレイ
ヤ、ＭＡＣレイヤ、ＲＬＣレイヤ、ＰＤＣＰレイヤ、及びＲＲＣレイヤは、ＡＳ（Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）レイヤを構成する。
【００２４】
　ＰＨＹレイヤは、符号化・復号、変調・復調、アンテナマッピング・デマッピング、及
びリソースマッピング・デマッピングを行う。ＵＥ１００のＰＨＹレイヤとｅＮＢ２００
のＰＨＹレイヤとの間では、物理チャネルを介してデータ及び制御情報が伝送される。
【００２５】
　ＭＡＣレイヤは、データの優先制御、ハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）による再送処理
、及びランダムアクセスプロシージャ等を行う。ＵＥ１００のＭＡＣレイヤとｅＮＢ２０
０のＭＡＣレイヤとの間では、トランスポートチャネルを介してデータ及び制御情報が伝
送される。ｅＮＢ２００のＭＡＣレイヤはスケジューラを含む。スケジューラは、上下リ
ンクのトランスポートフォーマット（トランスポートブロックサイズ、変調・符号化方式
（ＭＣＳ））及びＵＥ１００への割当リソースブロックを決定する。
【００２６】
　ＲＬＣレイヤは、ＭＡＣレイヤ及びＰＨＹレイヤの機能を利用してデータを受信側のＲ
ＬＣレイヤに伝送する。ＵＥ１００のＲＬＣレイヤとｅＮＢ２００のＲＬＣレイヤとの間
では、論理チャネルを介してデータ及び制御情報が伝送される。
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【００２７】
　ＰＤＣＰレイヤは、ヘッダ圧縮・伸張、及び暗号化・復号化を行う。
【００２８】
　ＲＲＣレイヤは、制御情報を取り扱う制御プレーンでのみ定義される。ＵＥ１００のＲ
ＲＣレイヤとｅＮＢ２００のＲＲＣレイヤとの間では、各種設定のためのＲＲＣシグナリ
ングが伝送される。ＲＲＣレイヤは、無線ベアラの確立、再確立及び解放に応じて、論理
チャネル、トランスポートチャネル、及び物理チャネルを制御する。ＵＥ１００のＲＲＣ
とｅＮＢ２００のＲＲＣとの間に接続（ＲＲＣ接続）がある場合、ＵＥ１００はＲＲＣコ
ネクティッドモード（コネクティッドモード）である。ＵＥ１００のＲＲＣとｅＮＢ２０
０のＲＲＣとの間に接続（ＲＲＣ接続）がない場合、ＵＥ１００はＲＲＣアイドルモード
（アイドルモード）である。
【００２９】
　ＲＲＣレイヤの上位に位置するＮＡＳレイヤは、セッション管理及びモビリティ管理等
を行う。ＵＥ１００のＮＡＳレイヤとＭＭＥ３００ＣのＮＡＳレイヤとの間では、ＮＡＳ
シグナリングが伝送される。ＵＥ１００は、無線インターフェイスのプロトコル以外にア
プリケーションレイヤ等の機能を有する。
【００３０】
　図５は、ＬＴＥシステムにおいて用いられる無線フレームの構成を示す図である。図５
に示すように、無線フレームは、時間軸上で１０個のサブフレームで構成される。各サブ
フレームは、時間軸上で２個のスロットで構成される。各サブフレームの長さは１ｍｓで
ある。各スロットの長さは０．５ｍｓである。各サブフレームは、周波数軸上で複数個の
リソースブロック（ＲＢ）を含む。各サブフレームは、時間軸上で複数個のシンボルを含
む。各リソースブロックは、周波数軸上で複数個のサブキャリアを含む。具体的には、１
２個のサブキャリア及び１つのスロットにより１つのＲＢが構成される。１つのシンボル
及び１つのサブキャリアにより１つのリソースエレメント（ＲＥ）が構成される。ＵＥ１
００に割り当てられる無線リソース（時間・周波数リソース）のうち、周波数リソースは
リソースブロックにより特定でき、時間リソースはサブフレーム（又はスロット）により
特定できる。
【００３１】
　下りリンクにおいて、各サブフレームの先頭数シンボルの区間は、主に下りリンク制御
情報を伝送するための物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄ
ｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）として用いられる領域である。各サ
ブフレームの残りの部分は、主に下りリンクデータを伝送するための物理下りリンク共有
チャネル（ＰＤＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ）として用いることができる領域である。
【００３２】
　上りリンクにおいて、各サブフレームにおける周波数方向の両端部は、主に上りリンク
制御情報を伝送するための物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）として用いられる領域である。各サ
ブフレームにおける残りの部分は、主に上りリンクデータを伝送するための物理上りリン
ク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）として用いることができる領域である。
【００３３】
　（２）ＰｒｏＳｅ　ＵＥ－ｔｏ－Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｒｅｌａｙ
　実施形態に係るリレー機能（ＰｒｏＳｅ　ＵＥ－ｔｏ－Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｒｅｌａｙ）
について説明する。図６は、実施形態に係るリレー機能を示す図である。
【００３４】
　図６に示すように、リレーＵＥ１００Ａ（リレー無線端末）は、リモートＵＥ１００Ｂ
（リモート無線端末）との直接通信を用いて、ｅＮＢ２００（Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０）との
接続性をリモートＵＥ１００Ｂに提供する。すなわち、リレーＵＥ１００Ａは、ｅＮＢ２
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００とリモートＵＥ１００Ｂとの間の通信を中継する。
【００３５】
　リレーＵＥ１００Ａは、ｅＮＢ２００のカバレッジエリア内に位置する。リレーＵＥ１
００Ａは、アイドルモード（ＲＲＣ　Ｉｄｌｅ）又はコネクティッドモード（ＲＲＣ　Ｃ
ｏｎｎｅｃｔｅｄ）にある。実施形態において、リレーＵＥ１００Ａがアイドルモードに
ある場合を主として想定する。但し、リレーＵＥ１００ＡがｅＮＢ２００とリモートＵＥ
１００Ｂとの間の通信を中継する際には、リレーＵＥ１００Ａはコネクティッドモードに
ある。リレーＵＥ１００Ａは、ページングメッセージ（Ｐａｇｉｎｇ）及び／又はシステ
ム情報（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）をｅＮＢ２００から受信し、ページン
グメッセージ及び／又はシステム情報をリモートＵＥ１００Ｂに中継する。
【００３６】
　リモートＵＥ１００Ｂは、ｅＮＢ２００のカバレッジエリア外又はカバレッジエリア内
に位置する。リモートＵＥ１００Ｂは、リレーＵＥ１００Ａを所持するユーザによって着
用されるウェアラブル端末であってもよい。リモートＵＥ１００ＢとリレーＵＥ１００Ａ
との間には端末間無線リンクが確立される。端末間無線リンクが確立された状態をリンク
ド状態（Ｌｉｎｋｅｄ）と称する。リンクド状態は、少なくともリモートＵＥ１００Ｂと
リレーＵＥ１００Ａとの間の同期がとられた状態であって、リモートＵＥ１００Ｂとリレ
ーＵＥ１００Ａとの間で直接通信が可能な状態である。リンクド状態は、リモートＵＥ１
００Ｂの識別子がリレーＵＥ１００Ａに登録された状態であってもよい。リモートＵＥ１
００Ｂの識別子は、ＩＭＳＩ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃ
ｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）であってもよい。
【００３７】
　リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとの間の無線プロトコルは、３ＧＰＰ（Ｌ
ＴＥ）に準拠したサイドリンクプロトコル、又は３ＧＰＰ（ＬＴＥ）とは異なるプロトコ
ル（例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＷｉＦｉ）に準拠したプロトコルである
。サイドリンクとは、３ＧＰＰで規定されたＵＥ間インターフェイスである。実施形態に
おいて、リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとの間の無線プロトコルとしてサイ
ドリンクプロトコルを用いる場合を主として想定する。
【００３８】
　（３）ページング中継動作
　実施形態に係るページング中継動作について説明する。
【００３９】
　（３．１）ページング中継動作の概要
　一般的なページング（アイドルモードページング）について説明する。アイドルモード
にあるＵＥ１００は、消費電力を削減するために間欠受信（ＤＲＸ）動作を行う。ＤＲＸ
動作において、ＵＥ１００は、ページングメッセージを受信するためにＰＤＣＣＨを間欠
的に監視する。ＵＥ１００におけるＰＤＣＣＨ監視タイミングは、ＵＥ１００の識別子（
ＩＭＳＩ：Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅ
ｎｔｉｔｙ）に基づいて定められる。ＤＲＸ動作におけるＰＤＣＣＨ監視タイミング（Ｐ
ＤＣＣＨ監視サブフレーム）は、Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎ（ＰＯ）と称される。
ＰＯは、ページング受信機会に相当する。
【００４０】
　ＵＥ１００及びｅＮＢ２００は、Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎ（ＰＯ）、及びＰａ
ｇｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎを含みうる無線フレームであるＰａｇｉｎｇ　Ｆｒａｍｅ（
ＰＦ）を下記のように計算する。ＰＦのシステムフレーム番号（ＳＦＮ）は、下記の式（
１）から求められる。
【００４１】
　　ＳＦＮ　ｍｏｄ　Ｔ　＝　（Ｔ　ｄｉｖ　Ｎ）　＊　（ＵＥ＿ＩＤ　ｍｏｄ　Ｎ）　
　　　…（１）
【００４２】



(8) JP 6808032 B2 2021.1.6

10

20

30

40

50

　“Ｔ”は、ページングを監視するためのＵＥ１００のＤＲＸサイクルであり、無線フレ
ームの数で表される。また、“Ｔ”は、ｅＮＢ２００がＳＩＢ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）によりブロードキャストするデフォルトＤＲＸ値、及びＮ
ＡＳメッセージによりＵＥ１００に設定されるＵＥ固有ＤＲＸ値のうち、何れか小さい方
である。なお、ＵＥ固有ＤＲＸ値が設定されていない場合、ＵＥ１００は、デフォルトＤ
ＲＸ値を“Ｔ”に適用する。また、“Ｎ”は、“Ｔ”と“ｎＢ”のうち最小値である。ｎ
Ｂは、４Ｔ，２Ｔ，Ｔ，Ｔ／２，Ｔ／４，Ｔ／８，Ｔ／１６，Ｔ／３２から選択される値
である。“ＵＥ＿ＩＤ”は、「ＩＭＳＩ　ｍｏｄ　１０２４」により求められる値である
。
【００４３】
　このようにして求められたＰＦのうち、ＰＯのサブフレーム番号は、下記のように求め
られる。まず、下記の式（２）により、インデックスｉ＿ｓを求める。
【００４４】
　　ｉ＿ｓ　＝　ｆｌｏｏｒ（ＵＥ＿ＩＤ／Ｎ）　ｍｏｄ　Ｎｓ　　　　…（２）
【００４５】
　但し、“Ｎｓ”は、１とｎＢ／Ｔのうち最大値である。次に、Ｎｓ及びインデックスｉ
＿ｓに対応するＰＯを求める。
【００４６】
　このように、ＵＥ識別子（ＩＭＳＩ）に応じてページング受信機会を異ならせることに
より、ページング受信機会が集中しないようになっている。ＵＥ１００は、ページング受
信機会に対応するサブフレームおいて、ページング用のグループ識別子（Ｐ－ＲＮＴＩ）
を用いてＰＤＣＣＨをデコードし、ページングチャネルの割り当て情報を取得する。ＵＥ
１００は、当該割当情報に基づいて、ページングメッセージを取得する。
【００４７】
　実施形態に係るページング中継動作の概要について説明する。実施形態において、ネッ
トワークは、リモートＵＥ１００Ｂを呼び出すためのページングを行う。リモートＵＥ１
００Ｂを呼び出すためのページングのシナリオとして第１のページングシナリオ及び第２
のページングシナリオを想定する。各シナリオにおいて、リモートＵＥ１００Ｂ及びリレ
ーＵＥ１００Ａはリンクド状態にある。
【００４８】
　図７は、リモートＵＥ１００Ｂを呼び出すための第１のページングシナリオを示す図で
ある。
【００４９】
　図７に示すように、第１のページングシナリオにおいて、アイドルモードにあるリレー
ＵＥ１００Ａは、自身のページング受信機会（Ｐａｇｉｎｇ　ｏｃｃａｓｉｏｎ　ｆｏｒ
　Ｌ２　ｒｅｌａｙ　ＵＥ）及びリモートＵＥ１００Ｂのページング受信機会（Ｐａｇｉ
ｎｇ　ｏｃｃａｓｉｏｎ　ｆｏｒ　ｒｅｍｏｔｅ　ＵＥ）の両方においてページングメッ
セージを監視する。第１のページングシナリオにおいて、ＭＭＥ３００は、リレーＵＥ１
００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとの対応関係を把握していなくてもよい。
【００５０】
　ステップＳ１１において、ＭＭＥ３００は、例えばリモートＵＥ１００Ｂに対する着信
を検知し、リモートＵＥ１００Ｂを呼び出すことを決定する。ＭＭＥ３００は、Ｓ１イン
ターフェイス上で、リモートＵＥ１００Ｂ宛てのページングメッセージ（Ｓ１ＡＰ　Ｐａ
ｇｉｎｇ）をｅＮＢ２００に送信する。例えば、ＭＭＥ３００は、リモートＵＥ１００Ｂ
が在圏するトラッキングエリアを把握し、当該トラッキングエリアに対応する１又は複数
のｅＮＢ２００にページングメッセージ（Ｓ１ＡＰ　Ｐａｇｉｎｇ）を送信する。当該ペ
ージングメッセージ（Ｓ１ＡＰ　Ｐａｇｉｎｇ）は、呼び出し先としてリモートＵＥ１０
０Ｂの識別子を含む。当該ページングメッセージ（Ｓ１ＡＰ　Ｐａｇｉｎｇ）は、リモー
トＵＥ１００Ｂのページング受信機会をｅＮＢ２００が特定するための情報（ページング
ＤＲＸ）を含む。
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【００５１】
　ステップＳ１２において、ページングメッセージ（Ｓ１ＡＰ　Ｐａｇｉｎｇ）を受信し
たｅＮＢ２００は、リモートＵＥ１００Ｂのページング受信機会を特定し、特定したペー
ジング受信機会において、リモートＵＥ１００Ｂ宛てのページングメッセージ（Ｐａｇｉ
ｎｇ　ｆｏｒ　ｒｅｍｏｔｅ　ＵＥ）を送信する。ｅＮＢ２００が送信するページングメ
ッセージは、ＲＲＣメッセージの一種である。ページングメッセージ（Ｐａｇｉｎｇ　ｆ
ｏｒ　ｒｅｍｏｔｅ　ＵＥ）は、呼び出し先としてリモートＵＥ１００Ｂの識別子を含む
。
【００５２】
　リレーＵＥ１００Ａは、自身の識別子に基づいて定められるページング受信機会（Ｐａ
ｇｉｎｇ　ｏｃｃａｓｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｌ２　ｒｅｌａｙ　ＵＥ）及びリモートＵＥ１０
０Ｂの識別子に基づいて定められるページング受信機会（Ｐａｇｉｎｇ　ｏｃｃａｓｉｏ
ｎ　ｆｏｒ　ｒｅｍｏｔｅ　ＵＥ）の両方においてページングメッセージを監視する。リ
レーＵＥ１００Ａは、ページング受信機会（Ｐａｇｉｎｇ　ｏｃｃａｓｉｏｎ　ｆｏｒ　
ｒｅｍｏｔｅ　ＵＥ）において、リモートＵＥ１００Ｂ宛てのページングメッセージ（Ｐ
ａｇｉｎｇ　ｆｏｒ　ｒｅｍｏｔｅ　ＵＥ）を受信する。
【００５３】
　ステップＳ１３において、リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１００Ｂにページング
を中継する（Ｐａｇｉｎｇ　ｏｖｅｒ　ｓｈｏｒｔ　ｒａｎｇｅ　ｌｉｎｋ）。具体的に
は、リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１００Ｂが呼び出されたことを示すページング
情報をリモートＵＥ１００Ｂに送信する。リモートＵＥ１００Ｂは、ページング情報の受
信に応じて、自身が呼び出されたと判断する。
【００５４】
　図８は、リモートＵＥ１００Ｂを呼び出すための第２のページングシナリオを示す図で
ある。第１のページングシナリオと重複する動作については、説明を省略する。
【００５５】
　図８に示すように、第２のページングシナリオにおいて、アイドルモードにあるリレー
ＵＥ１００Ａは、自身のページング受信機会（Ｐａｇｉｎｇ　ｏｃｃａｓｉｏｎ　ｆｏｒ
　Ｌ２　ｒｅｌａｙ　ＵＥ）のみにおいてページングメッセージを監視する。第２のペー
ジングシナリオにおいて、ＭＭＥ３００は、リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂ
との対応関係を把握している必要がある。具体的には、ＭＭＥ３００は、リモートＵＥ１
００Ｂのページング受信機会をリレーＵＥ１００Ａのページング受信機会にマッピングす
る。
【００５６】
　ステップＳ２１において、ＭＭＥ３００は、例えばリモートＵＥ１００Ｂに対する着信
を検知し、リモートＵＥ１００Ｂを呼び出すことを決定する。ＭＭＥ３００は、Ｓ１イン
ターフェイス上で、リモートＵＥ１００Ｂ宛てのページングメッセージ（Ｓ１ＡＰ　Ｐａ
ｇｉｎｇ）をｅＮＢ２００に送信する。当該ページングメッセージ（Ｓ１ＡＰ　Ｐａｇｉ
ｎｇ）は、呼び出し先としてリモートＵＥ１００Ｂの識別子を含む。当該ページングメッ
セージ（Ｓ１ＡＰ　Ｐａｇｉｎｇ）は、リモートＵＥ１００Ｂのページング受信機会がマ
ッピングされたリレーＵＥ１００Ａのページング受信機会をｅＮＢ２００が特定するため
の情報（ページングＤＲＸ）を含む。
【００５７】
　ステップＳ２２において、ページングメッセージ（Ｓ１ＡＰ　Ｐａｇｉｎｇ）を受信し
たｅＮＢ２００は、リレーＵＥ１００Ａのページング受信機会を特定する。ｅＮＢ２００
は、特定したページング受信機会において、リモートＵＥ１００Ｂ宛てのページングメッ
セージ（Ｐａｇｉｎｇ　ｆｏｒ　ｒｅｍｏｔｅ　ＵＥ）を送信する。ページングメッセー
ジ（Ｐａｇｉｎｇ　ｆｏｒ　ｒｅｍｏｔｅ　ＵＥ）は、呼び出し先としてリモートＵＥ１
００Ｂの識別子を含む。
【００５８】
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　リレーＵＥ１００Ａは、自身の識別子（ＩＭＳＩ）に基づいて定められるページング受
信機会（Ｐａｇｉｎｇ　ｏｃｃａｓｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｌ２　ｒｅｌａｙ　ＵＥ）において
ページングメッセージを監視する。リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１００Ｂ宛ての
ページングメッセージ（Ｐａｇｉｎｇ　ｆｏｒ　ｒｅｍｏｔｅ　ＵＥ）を受信する。
【００５９】
　ステップＳ２３において、リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１００Ｂにページング
を中継する（Ｐａｇｉｎｇ　ｏｖｅｒ　ｓｈｏｒｔ　ｒａｎｇｅ　ｌｉｎｋ）。リモート
ＵＥ１００Ｂは、リレーＵＥ１００Ａからのページング情報の受信に応じて、自身が呼び
出されたと判断する。
【００６０】
　（３．２）アイドルモードにおけるページング中継動作
　実施形態に係るアイドルモードにおけるページング中継動作について説明する。
【００６１】
　（３．２．１）アイドルモードにおける第１のページング中継動作
　実施形態に係るアイドルモードにおける第１のページング中継動作は、上述した第２の
ページングシナリオにおいて、リモートＵＥ１００ＢだけでなくリレーＵＥ１００Ａも同
時に呼び出される場合を想定した動作である。
【００６２】
　図９は、実施形態に係るアイドルモードにおける第１のページング中継動作を示す図で
ある。リレーＵＥ１００Ａ及びリモートＵＥ１００Ｂは、アイドルモードにある。また、
リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとはリンクド状態にある。リレーＵＥ１００
Ａは、自身のページング受信機会のみにおいてページングメッセージを監視する。ＭＭＥ
３００は、リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとの対応関係を把握している。Ｍ
ＭＥ３００は、把握している対応関係を基にリモートＵＥ１００Ｂのページング受信機会
をリレーＵＥ１００Ａのページング受信機会にマッピングする。
【００６３】
　図９に示すように、ステップＳ１０１において、ＭＭＥ３００は、例えばリモートＵＥ
１００Ｂに対する着信及びリレーＵＥ１００Ａに対する着信の両方を検知し、リモートＵ
Ｅ１００Ｂ及びリレーＵＥ１００Ａの両方を呼び出すことを決定する。ＭＭＥ３００は、
Ｓ１インターフェイス上で、リモートＵＥ１００Ｂ及びリレーＵＥ１００Ａ宛てのページ
ングメッセージ（ＰＡＧＩＮＧ　ｗ／ｏｎｅ　ｆｏｒ　Ｒｅｍｏｔｅ　ＵＥ）をｅＮＢ２
００に送信する。当該ページングメッセージは、呼び出し先としてリモートＵＥ１００Ｂ
の識別子を含む。当該ページングメッセージは、リモートＵＥ１００Ｂのページング受信
機会がマッピングされたリレーＵＥ１００Ａのページング受信機会をｅＮＢ２００が特定
するための情報（ページングＤＲＸ）を含む。当該ページングメッセージは、呼び出し先
としてリレーＵＥ１００Ａの識別子をさらに含んでもよい。当該ページングメッセージは
、リレーＵＥ１００Ａも呼び出されていることを示す指示子をさらに含んでもよい。或い
は、ＭＭＥ３００は、リモートＵＥ１００Ｂ宛てのページングメッセージとは別に、リレ
ーＵＥ１００Ａ宛てのページングメッセージをさらにｅＮＢ２００に送信してもよい。こ
の場合、リレーＵＥ１００Ａ宛てのページングメッセージには通常のメッセージフォーマ
ットが適用され、リモートＵＥ１００Ｂ宛てのページングメッセージには新たなメッセー
ジフォーマットが適用されてもよい。
【００６４】
　ステップＳ１０２において、ＭＭＥ３００からページングメッセージを受信したｅＮＢ
２００は、リレーＵＥ１００Ａのページング受信機会を特定する。ｅＮＢ２００は、特定
したページング受信機会において、リモートＵＥ１００Ｂ及びリレーＵＥ１００Ａ宛ての
ページングメッセージ（ＰＡＧＩＮＧ　ｗ／ｏｎｅ　ｆｏｒ　Ｒｅｍｏｔｅ　ＵＥ）を送
信する。当該ページングメッセージは、呼び出し先としてリモートＵＥ１００Ｂの識別子
を含む。当該ページングメッセージは、呼び出し先としてリレーＵＥ１００Ａの識別子を
さらに含む。当該ページングメッセージは、リレーＵＥ１００Ａも呼び出されていること
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を示す指示子をさらに含んでもよい。或いは、ｅＮＢ２００は、リモートＵＥ１００Ｂ宛
てのページングメッセージとは別に、リレーＵＥ１００Ａ宛てのページングメッセージを
さらに送信してもよい。この場合、リレーＵＥ１００Ａ宛てのページングメッセージには
通常のメッセージフォーマットが適用され、リモートＵＥ１００Ｂ宛てのページングメッ
セージには新たなメッセージフォーマットが適用されてもよい。
【００６５】
　図１０は、ｅＮＢ２００が送信するページングメッセージの構成例を示す図である。こ
こでは、通常のページングメッセージを拡張してリモートＵＥ１００Ｂ宛てのページング
メッセージを構成する一例を説明する。
【００６６】
　図１０に示すように、ページングメッセージ（Ｐａｇｉｎｇ）は、呼び出し先ＵＥの識
別子のリストである「ＰａｇｉｎｇＲｅｃｏｒｄＬｉｓｔ」を含む。「ＰａｇｉｎｇＲｅ
ｃｏｒｄＬｉｓｔ」は、１から「ｍａｘＰａｇｅＲｅｃ」までの数のＵＥ識別子の情報（
ＰａｇｉｎｇＲｅｃｏｒｄ）を含む。実施形態において、「ＰａｇｉｎｇＲｅｃｏｒｄ」
は、リレーＵＥ１００Ａの識別子（ｕｅ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）に加えて、リモートＵＥ１
００Ｂの識別子（ｒｅｍｏｔｅＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）を含む。「ｒｅｍｏｔｅＵＥ－
Ｉｄｅｎｔｉｔｙ」は、通常のページングメッセージに対して新たに追加された情報要素
（ＩＥ）である。「ｒｅｍｏｔｅＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ」は、複数のＵＥ識別子を含む
リスト形式であってもよい。
【００６７】
　「ｒｅｍｏｔｅＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ」を含むページングメッセージは、リレーＵＥ
１００ＡがリモートＵＥ１００Ｂに中継する必要があるページングメッセージであること
を意味する。また、「ｒｅｍｏｔｅＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ」を含むページングメッセー
ジにおいて、「ｕｅ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ」は、当該ページングメッセージの中継を行うべ
きリレーＵＥ１００Ａを示す。但し、「ｕｅ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ」は、ページングメッセ
ージに含まれていなくてもよい。しかしながら、「ｕｅ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ」がページン
グメッセージに含まれていない場合、ページングメッセージを受信した全てのリレーＵＥ
が、リンクド状態か否かに関わらずページング中継を行う虞がある。よって、無線リソー
ス及びＵＥ消費電力を節約するために、「ｒｅｍｏｔｅＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ」を含む
ページングメッセージは、当該ページングメッセージの中継を行うべきリレーＵＥ１００
Ａの識別子（ｕｅ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）が含まれることが望ましい。
【００６８】
　「ｒｅｍｏｔｅＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ」を含むページングメッセージを受信したリレ
ーＵＥ１００Ａは、ページングメッセージの中継を行うと判断する。しかしながら、「ｒ
ｅｍｏｔｅＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ」がページングメッセージに含まれている場合、リレ
ーＵＥ１００Ａは、自身も呼び出されているのか否を判断することができない。実施形態
において、リモートＵＥ１００ＢだけでなくリレーＵＥ１００Ａも呼び出されていること
をリレーＵＥ１００Ａに示すために、「ｒｅｍｏｔｅＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ」にリレー
ＵＥ１００Ａの識別子をさらに含める。或いは、「ｒｅｍｏｔｅＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ
」とは別に、リレーＵＥ１００Ａも呼び出されていることを示す指示子（ｒｅｌａｙＵＥ
－Ｐａｇｉｎｇ＝Ｔｒｕｅ）をページングメッセージに含める。「ｒｅｌａｙＵＥ－Ｐａ
ｇｉｎｇ」は、通常のページングメッセージに対して新たに追加された情報要素（ＩＥ）
である。
【００６９】
　或いは、通常のページングメッセージを拡張することに代えて、通常のページングメッ
セージとは別のリモートＵＥ宛てのページングメッセージを規定してもよい。ｅＮＢ２０
０は、リモートＵＥ１００Ｂ宛てのページングメッセージとは別に、リレーＵＥ１００Ａ
宛てのページングメッセージを送信する。この場合、リレーＵＥ１００Ａは、１つのペー
ジング受信機会において、これらの２つのページングメッセージが送信される可能性を考
慮しなければならない。これらの２つのページングメッセージを区別するために、例えば
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、リモートＵＥ宛てのページングメッセージの受信に用いるＰ－ＲＮＴＩを、通常のペー
ジングメッセージの受信に用いるＰ－ＲＮＴＩとは別に設定してもよい。リモートＵＥ宛
てのページングメッセージの受信に用いる特別なＰ－ＲＮＴＩは、ｅＮＢ２００からリレ
ーＵＥ１００Ａに通知されてもよいし、仕様により定められた値がリレーＵＥ１００Ａに
事前設定されてもよい。　図９に戻り、リレーＵＥ１００Ａは、自身のページング受信機
会において、リモートＵＥ１００Ｂの識別子を呼び出し先として含むページングメッセー
ジをｅＮＢ２００から受信する（ステップＳ１０２）。
【００７０】
　ステップＳ１０３において、リレーＵＥ１００Ａは、当該ページングメッセージの受信
に応じて、リモートＵＥ１００ＢだけでなくリレーＵＥ１００Ａも呼び出されているか否
かを判断する。リレーＵＥ１００Ａは、以下の条件１～３のうち少なくとも１つが満たさ
れた場合に、リモートＵＥ１００ＢだけでなくリレーＵＥ１００Ａも呼び出されていると
判断する。
【００７１】
　条件１：リレーＵＥ１００Ａの識別子も呼び出し先としてページングメッセージに含ま
れていること。例えば、リレーＵＥ１００Ａは、「ｒｅｍｏｔｅＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ
」にリレーＵＥ１００Ａの識別子がさらに含まれている場合に、リモートＵＥ１００Ｂだ
けでなくリレーＵＥ１００Ａも呼び出されていると判断する。
【００７２】
　条件２：リレーＵＥ１００Ａも呼び出されていることを示す指示子がページングメッセ
ージに含まれていること。例えば、リレーＵＥ１００Ａは、「ｒｅｌａｙＵＥ－Ｐａｇｉ
ｎｇ＝Ｔｒｕｅ」がページングメッセージに含まれている場合に、リモートＵＥ１００Ｂ
だけでなくリレーＵＥ１００Ａも呼び出されていると判断する。
【００７３】
　条件３：ページング受信機会においてリレーＵＥ１００Ａの識別子を呼び出し先として
含む他のページングメッセージをさらに受信したこと。例えば、リレーＵＥ１００Ａは、
リモートＵＥ１００Ｂ宛てのページングメッセージとは別に、リレーＵＥ１００Ａ宛ての
ページングメッセージを受信した場合に、リモートＵＥ１００ＢだけでなくリレーＵＥ１
００Ａも呼び出されていると判断する。
【００７４】
　リモートＵＥ１００ＢだけでなくリレーＵＥ１００Ａも呼び出されていると判断した場
合（ステップＳ１０３：Ｙｅｓ）、ステップＳ１０４において、リレーＵＥ１００Ａは、
アイドルモードからコネクティッドモードに遷移するために、接続要求メッセージ（ＲＲ
Ｃ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）をｅＮＢ２００に送信する。リレーＵＥ１
００Ａがアイドルモードかつサスペンド状態にある場合、リレーＵＥ１００Ａは、接続要
求メッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）に代えて、接続復旧要
求メッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｓｕｍｅ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）をｅＮ
Ｂ２００に送信してもよい。リレーＵＥ１００ＡのＲＲＣ層は、呼び出しがあった旨をＲ
ＲＣ層よりも上位の層（ＮＡＳ層等）に通知してもよい。リレーＵＥ１００Ａは、コネク
ティッドモードに遷移した後、ＮＡＳシグナリングを用いてページング応答メッセージを
ＭＭＥ３００に送信してもよい。このように、リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１０
０ＢだけでなくリレーＵＥ１００Ａも呼び出されていると判断した場合に、ページングメ
ッセージに応答する処理を行う。そして、リレーＵＥ１００Ａは、処理をステップＳ１０
５に進める。
【００７５】
　リモートＵＥ１００Ｂだけが呼び出されていると判断した場合（ステップＳ１０３：Ｎ
ｏ）、リレーＵＥ１００Ａは、ページングメッセージに応答する処理（ステップＳ１０４
に関する処理）を行わずに、ステップＳ１０５の処理を行う。ステップＳ１０５において
、リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１００Ｂにページング情報（Ｐａｇｉｎｇ　ｆｏ
ｒ　Ｒｅｍｏｔｅ　ＵＥ）を送信する。リモートＵＥ１００Ｂは、リレーＵＥ１００Ａか
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らのページング情報の受信に応じて、自身が呼び出されたと判断する。リモートＵＥ１０
０ＢからリレーＵＥ１００Ａに送信されるページング情報は、リレーＵＥ１００Ａの識別
子を含む。識別子としては、例えば、ＩＭＳＩ、Ｓ－ＴＭＳＩ（ＳＡＥ　Ｔｅｍｐｏｒａ
ｒｙ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）、サイドリンクの「Ｄ
ｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ　ＩＤ」、ＷＬＡＮ（ＷｉＦｉ）のＭＡＣアドレス、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ（登録商標）用の識別子、ＩＰアドレスなどを用いることができる。後述する動作
においても同様なページング情報の構成を利用可能である。
【００７６】
　本シーケンスにおいて、リモートＵＥ１００ＢだけでなくリレーＵＥ１００Ａも呼び出
されているか否かをリレーＵＥ１００Ａが判断するために、リレーＵＥ１００Ａも呼び出
されていることを示す指示子（ｒｅｌａｙＵＥ－Ｐａｇｉｎｇ＝Ｔｒｕｅ）をページング
メッセージに含める一例を説明した。変更例として、ｅＮＢ２００（及びＭＭＥ３００）
は、リモートＵＥ１００Ｂのみが呼び出されていることを示す指示子（ｒｅｍｏｔｅＵＥ
－Ｐａｇｉｎｇ－ｏｎｌｙ＝Ｔｒｕｅ）をページングメッセージに含めてもよい。当該変
更例において、ページングメッセージを受信したリレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１
００Ｂのみが呼び出されていることを示す指示子（ｒｅｍｏｔｅＵＥ－Ｐａｇｉｎｇ－ｏ
ｎｌｙ＝Ｔｒｕｅ）がページングメッセージに含まれていない場合に、リモートＵＥ１０
０ＢだけでなくリレーＵＥ１００Ａも呼び出されていると判断してもよい。これに対し、
リモートＵＥ１００Ｂのみが呼び出されていることを示す指示子（ｒｅｍｏｔｅＵＥ－Ｐ
ａｇｉｎｇ－ｏｎｌｙ＝Ｔｒｕｅ）がページングメッセージに含まれている場合、リレー
ＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１００Ｂのみが呼び出されていると判断してもよい。
【００７７】
　なお、図９のシーケンスにおいて、リレーＵＥ１００ＡがリモートＵＥ１００Ｂ宛ての
ページングメッセージを受信する場合を想定した。しかしながら、リレーＵＥ１００Ａが
リレーＵＥ１００Ａのみに宛てられたページングメッセージを受信する場合を想定しても
よい。この場合、ｅＮＢ２００（及びＭＭＥ３００）が送信するページングメッセージに
、リレーＵＥ１００Ａのみが呼び出されていることを示す指示子（例えば、ｒｅｌａｙＵ
Ｅ－Ｐａｇｉｎｇ－ｏｎｌｙ＝Ｔｒｕｅ）を含めてもよい。「ｒｅｌａｙＵＥ－Ｐａｇｉ
ｎｇ－ｏｎｌｙ＝Ｔｒｕｅ」を含むページングメッセージを受信したリレーＵＥ１００Ａ
は、リモートＵＥ１００ＢではなくリレーＵＥ１００Ａが呼び出されていると判断する。
【００７８】
　（３．２．２）アイドルモードにおける第２のページング中継動作
　実施形態に係るアイドルモードにおける第２のページング中継動作は、上述した第１の
ページングシナリオ又は第２のページングシナリオにおいて、リモートＵＥ１００Ｂだけ
が呼び出される場合を想定した動作である。当該第２のページング中継動作は、上述した
第１のページング中継動作と併用されてもよいし、併用されなくてもよい。
【００７９】
　図１１は、実施形態に係るアイドルモードにおける第２のページング中継動作を示す図
である。リレーＵＥ１００Ａ及びリモートＵＥ１００Ｂは、アイドルモードにある。また
、リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとはリンクド状態にある。
【００８０】
　図１１に示すように、ステップＳ１１１の処理は、上述した動作と同様である（図７の
ステップＳ１１、図８のステップＳ２１、及び図９のステップＳ１０１参照）。
【００８１】
　また、ステップＳ１１２の処理は、上述した動作と同様である（図７のステップＳ１２
、図８のステップＳ２２、及び図９のステップＳ１０２参照）。
【００８２】
　ステップＳ１１３において、リモートＵＥ１００Ｂ宛てのページングメッセージを受信
したリレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１００Ｂが呼び出されたことを示すページング
情報（Ｐａｇｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｒｅｍｏｔｅ　ＵＥ）をリモートＵＥ１００Ｂに送信する
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。リモートＵＥ１００Ｂは、リレーＵＥ１００Ａからのページング情報の受信に応じて、
自身が呼び出されたと判断する。
【００８３】
　ステップＳ１１４において、リモートＵＥ１００Ｂは、ページング情報に応答する応答
情報をリレーＵＥ１００Ａに送信する。応答情報は、リモートＵＥ１００Ｂからの接続要
求（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）であってもよい。或いは、応答情
報は、リレーＵＥ１００Ａがコネクティッドモードに遷移することを要求する情報であっ
てもよい。
【００８４】
　ステップＳ１１５において、リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１００Ｂから応答情
報を受信したか否かを判断する。リレーＵＥ１００Ａは、ページング情報（Ｐａｇｉｎｇ
　ｆｏｒ　Ｒｅｍｏｔｅ　ＵＥ）の送信時にタイマを開始し、タイマが満了するまで応答
情報の受信を待ってもよい。リレーＵＥ１００Ａは、タイマが動作中に応答情報を受信し
ない場合に、リモートＵＥ１００Ｂから応答情報を受信しないと判断してもよい。当該タ
イマの値（閾値）はｅＮＢ２００及び／又はＭＭＥ３００からリレーＵＥ１００Ａに設定
されてもよい。当該タイマの値は、ページングメッセージ（Ｓ１１１及び／又はＳ１１２
）、ｅＮＢ２００からの報知メッセージ（例えばＳＩＢ）、又はＭＭＥ３００からのＮＡ
Ｓシグナリング（例えばＡｔｔａｃｈ　Ａｃｃｅｐｔ）でリレーＵＥ１００Ａに通知され
てもよい。
【００８５】
　リモートＵＥ１００Ｂから応答情報を受信した場合（ステップＳ１１５：Ｙｅｓ）、ス
テップＳ１１６において、リレーＵＥ１００Ａは、アイドルモードからコネクティッドモ
ードに遷移するために、接続要求メッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕ
ｅｓｔ）をｅＮＢ２００に送信する。リレーＵＥ１００Ａがアイドルモードかつサスペン
ド状態にある場合、リレーＵＥ１００Ａは、接続要求メッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃ
ｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）に代えて、接続復旧要求メッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃ
ｔｉｏｎ　Ｒｅｓｕｍｅ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）をｅＮＢ２００に送信してもよい。リレーＵ
Ｅ１００Ａは、コネクティッドモードに遷移した後、ＮＡＳシグナリングを用いて、リモ
ートＵＥ１００Ｂのページング応答メッセージをＭＭＥ３００に送信（又は中継）しても
よい。
【００８６】
　一方、リモートＵＥ１００Ｂから応答情報を受信しない場合（ステップＳ１１５：Ｎｏ
）、リレーＵＥ１００Ａは、コネクティッドモードに遷移する処理（ステップＳ１１６に
関する処理）を行わずに、アイドルモードを維持する。
【００８７】
　このように、リモートＵＥ１００Ｂだけが呼び出される場合、リレーＵＥ１００Ａは、
リモートＵＥ１００Ｂから応答情報の受信を待ってコネクティッドモードに遷移する。リ
レーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１００Ｂから応答情報を受信しない場合にはアイドル
モードを維持することにより、コネクティッドモードに遷移する処理が無駄になることを
防止することができる。
【００８８】
　なお、図１１のシーケンスにおいて、リレーＵＥ１００Ａがアイドルモードである場合
を想定している。しかしながら、リレーＵＥ１００Ａが応答情報を受信した時点で既にコ
ネクティッドモードにある場合（又はコネクティッドモードに遷移する処理を実行中であ
る場合）、コネクティッドモードに遷移する処理を改めて行う必要はない。
【００８９】
　また、図１１のシーケンスにおいて、ページング、すなわち、ＭＴ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔ
ｅｒｍｉｎａｔｅｄ）呼の場合を想定した。しかしながら、リモートＵＥ１００Ｂ始動の
発信、すなわち、ＭＯ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｏｒｉｇｉｎａｔｅｄ）呼の場合を想定してもよ
い。この場合、リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１００ＢからｅＮＢ２００への接続
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要求（例えばＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を検知したことに応じて
、接続要求（例えばＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）をｅＮＢ２００に
送信してもよい。
【００９０】
　（３．３）コネクティッドモードにおけるページング中継動作
　実施形態に係るコネクティッドモードにおけるページング中継動作について説明する。
実施形態に係るコネクティッドモードにおけるページング中継動作は、上述した第１のペ
ージングシナリオ又は第２のページングシナリオにおいて、リレーＵＥ１００Ａがコネク
ティッドモードにある場合を想定した動作である。
【００９１】
　図１２は、実施形態に係るコネクティッドモードにおけるページング中継動作を示す図
である。リレーＵＥ１００Ａはコネクティッドモードにあり、リモートＵＥ１００Ｂはア
イドルモードにある。また、リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとはリンクド状
態にある。
【００９２】
　図１２に示すように、ステップＳ１２１において、コネクティッドモードにあるリレー
ＵＥ１００Ａは、アイドルモード用のページング受信機会（Ｐａｇｉｎｇ　ｏｃｃａｓｉ
ｏｎ）を決定する。第１のページングシナリオにおいて、リレーＵＥ１００Ａは、リモー
トＵＥ１００Ｂの識別子（例えば、ＩＭＳＩ）を用いてアイドルモード用のページング受
信機会を決定する。第２のページングシナリオにおいて、リレーＵＥ１００Ａは、自身の
識別子（例えば、ＩＭＳＩ）を用いてアイドルモード用のページング受信機会を決定する
。
【００９３】
　なお、一般的なコネクティッドモードＵＥは、ＵＥ識別子と無関係なタイミングでペー
ジングメッセージを監視することに留意すべきである。具体的には、一般的なコネクティ
ッドモードＵＥは、システム情報の更新があったか否かを判断するために、システム情報
の変更境界（ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｂｏｕｎｄａｒｙ）を超えた場合に少なくとも
１回はページングメッセージを受信する。言い換えると、一般的なコネクティッドモード
ＵＥは、システム情報の変更周期（ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｐｅｒｉｏｄ）内で少な
くとも１回はページングメッセージを受信する。これらの受信タイミングは、ＵＥ識別子
と無関係なタイミングである。また、ＥＴＷＳ／ＣＭＡＳが設定されている場合、コネク
ティッドモードＵＥは、ＥＴＷＳ／ＣＭＡＳが送信されるか否かを判断するために、デフ
ォルトＤＲＸ値（デフォルトページングサイクル）中に、少なくとも１回はページングメ
ッセージを受信する。
【００９４】
　ステップＳ１２２において、リレーＵＥ１００Ａは、ステップＳ１２１で決定したペー
ジング受信機会においてページングメッセージの監視を行うことにより、リモートＵＥ１
００Ｂ宛てのページングメッセージをｅＮＢ２００から受信する。
【００９５】
　ステップＳ１２３において、リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１００Ｂ宛てのペー
ジングメッセージの受信に応じて、リモートＵＥ１００Ｂにページング情報（Ｐａｇｉｎ
ｇ　ｆｏｒ　Ｒｅｍｏｔｅ　ＵＥ）を送信する。リモートＵＥ１００Ｂは、リレーＵＥ１
００Ａからのページング情報の受信に応じて、自身が呼び出されたと判断する。
【００９６】
　（４）システム情報中継動作
　実施形態に係るシステム情報中継動作について説明する。システム情報（ＳＩＢ：Ｓｙ
ｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）は、ｅＮＢ２００が繰り返しブロード
キャストする情報であり、かつ、様々なタイプの情報（例えば、ＳＩＢタイプ１～タイプ
２１）を含む。よって、全てのシステム情報をリレーＵＥ１００ＡからリモートＵＥ１０
０Ｂに中継することは好ましくない。
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【００９７】
　実施形態に係るリレーＵＥ１００Ａは、ｅＮＢ２００からブロードキャストされるシス
テム情報を受信する。リレーＵＥ１００Ａは、システム情報に含まれる情報をリモートＵ
Ｅ１００Ｂに中継するか否かを判断する。リレーＵＥ１００Ａは、以下の条件Ａ～Ｃのう
ち少なくとも１つが満たされた場合に、システム情報に含まれる情報をリモートＵＥ１０
０Ｂに中継すると判断する。
【００９８】
　条件Ａ：リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとの間の端末間無線リンクが確立
していない状態において、リレーＵＥ１００Ａが端末間無線リンクを確立すると判断した
こと。
【００９９】
　条件Ｂ：端末間無線リンクが確立された状態において、リレーＵＥ１００Ａがシステム
情報の更新を検知した。
【０１００】
　条件Ｃ：端末間無線リンクが確立された状態において、リレーＵＥ１００Ａがリモート
ＵＥ１００Ｂからシステム情報中継要求を受信したこと。
【０１０１】
　また、実施形態において、リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１００Ｂからの通知、
リモートＵＥ１００Ｂからの要求、リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとの間の
無線プロトコルのうち、少なくとも１つに基づいて、システム情報に含まれる情報のうち
リモートＵＥ１００Ｂに中継する情報を選択してもよい。リレーＵＥ１００Ａは、システ
ム情報に含まれる情報のうち、選択した情報のみをリモートＵＥ１００Ｂに中継する。
【０１０２】
　（４．１）動作例１
　動作例１において、リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとの間の端末間無線リ
ンクが確立していない状態において、リレーＵＥ１００Ａが端末間無線リンクを確立する
時のみ、リモートＵＥ１００Ｂに対してシステム情報の中継を行う。
【０１０３】
　図１３は、実施形態に係るシステム情報中継動作の動作例１を示す図である。動作例１
において、リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとの間の端末間無線リンクが確立
していない状態を想定する。すなわち、リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとは
リンクド状態にない。また、リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとの間の無線プ
ロトコルが、３ＧＰＰ（ＬＴＥ）に準拠したサイドリンク直接通信プロトコルである場合
を想定する。さらに、リモートＵＥ１００Ｂは、ｅＮＢ２００のカバレッジエリア外に位
置することを想定する。よって、リモートＵＥ１００Ｂは、ｅＮＢ２００からシステム情
報を受信することができない。
【０１０４】
　図１３に示すように、ステップＳ２０１において、リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵ
Ｅ１００Ｂとの端末間無線リンクを確立するか否かを判断する。リレーＵＥ１００ＡのＲ
ＲＣ層は、上位レイヤ（ＮＡＳ層等）の指示に基づいて、リモートＵＥ１００Ｂとの端末
間無線リンクを確立するか否かを判断してもよい。リモートＵＥ１００Ｂとの端末間無線
リンクを確立するよう上位レイヤから指示された状態は、「リンクド状態に興味がある」
と表現されてもよい。例えば、リレーＵＥ１００Ａを所持するユーザは、マニュアル操作
により、リモートＵＥ１００Ｂとの端末間無線リンクを確立するための操作を行う。リレ
ーＵＥ１００Ａは、当該操作に応じて、リモートＵＥ１００Ｂとの端末間無線リンクを確
立すると判断する。
【０１０５】
　リモートＵＥ１００Ｂとの間の端末間無線リンクを確立すると判断した場合（ステップ
Ｓ２０１：Ｙｅｓ）、ステップＳ２０２において、リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ
１００Ｂとの間の端末間無線リンクを確立するためのシステム情報をｅＮＢ２００から受
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信する。当該システム情報は、端末間無線リンクの確立に用いる無線リソース（リソース
プール）及び／又は端末間無線リンクの確立に用いる設定を示す情報を含む。当該システ
ム情報は、３ＧＰＰ（ＬＴＥ）のサイドリンク直接通信に関するシステム情報であるＳＩ
Ｂタイプ１８、３ＧＰＰ（ＬＴＥ）のサイドリンク直接ディスカバリーに関するシステム
情報であるＳＩＢタイプ１９、３ＧＰＰ（ＬＴＥ）のサイドリンクのＶ２Ｘ（Ｖｅｈｉｃ
ｌｅ　ｔｏ　Ｅｖｅｒｙｔｈｉｎｇ）通信に関するシステム情報であるＳＩＢタイプ２１
のうち少なくとも１つであってもよい。
【０１０６】
　なお、リレーＵＥ１００Ａは、ステップＳ２０２の処理をステップＳ２０１の前に行っ
てもよい。この場合、リレーＵＥ１００Ａは、ステップＳ２０１の前に取得したシステム
情報が最新のシステム情報であることを確認した場合に、ステップＳ２０１の後に改めて
システム情報を取得する必要はない。
【０１０７】
　ステップＳ２０３において、リレーＵＥ１００Ａは、システム情報に含まれる情報をリ
モートＵＥ１００Ｂに中継（送信）する。リレーＵＥ１００Ａは、システム情報に含まれ
る全ての情報を中継せずに、一部の情報のみを中継してもよい。例えば、リレーＵＥ１０
０Ａは、システム情報が示す１又は複数のリソースプールのうち、一部の無線リソースを
示す情報をリモートＵＥ１００Ｂに送信してもよい。この場合、端末間無線リンクの確立
は、リソースプールのうちの限定された無線リソースのみ用いて実施されることになる。
或いは、リレーＵＥ１００Ａは、最新のシステム情報に含まれる全ての情報をリモートＵ
Ｅ１００Ｂに送信してもよい。リレーＵＥ１００Ａは、所定期間（例えば、端末間無線リ
ンクの確立処理が開始されるまでの期間）において、ステップＳ２０３の処理を繰り返し
行ってもよい。
【０１０８】
　リモートＵＥ１００Ｂは、リレーＵＥ１００Ａとの端末間無線リンクを確立すると判断
した場合に、リレーＵＥ１００Ａから中継（送信）されるシステム情報を受信する処理を
行う。リモートＵＥ１００Ｂは、どの無線リソース（周波数）を用いてリレーＵＥ１００
Ａからシステム情報が送信されるか不明であるため、全周波数にわたってサーチを行って
もよい。或いは、リモートＵＥ１００Ｂは、過去にシステム情報の送信に用いられた無線
リソースに関する情報を記憶し、当該無線リソースに対して優先的にサーチを行ってもよ
い。
【０１０９】
　リモートＵＥ１００ＢのＲＲＣ層は、上位レイヤ（ＮＡＳ層等）の指示に基づいて、リ
レーＵＥ１００Ａとの端末間無線リンクを確立するか否かを判断してもよい。リレーＵＥ
１００Ａとの端末間無線リンクを確立するよう上位レイヤから指示された状態は、「リン
クド状態に興味がある」と表現されてもよい。例えば、リモートＵＥ１００Ｂを所持する
ユーザは、マニュアル操作により、リレーＵＥ１００Ａとの端末間無線リンクを確立する
ための操作を行う。リモートＵＥ１００Ｂは、当該操作に応じて、リレーＵＥ１００Ａと
の端末間無線リンクを確立すると判断する。或いは、リモートＵＥ１００Ｂは、自身がｅ
ＮＢ２００のカバレッジエリア外に位置すると判断した場合、及び／又は最新のシステム
情報を保持していない（取得できない）と判断した場合に、リレーＵＥ１００Ａとの端末
間無線リンクを確立すると判断してもよい。
【０１１０】
　ステップＳ２０４において、リモートＵＥ１００Ｂ及びリレーＵＥ１００Ａは、システ
ム情報に基づいて、端末間無線リンクを確立する処理を行う。具体的には、リモートＵＥ
１００Ｂは、リレーＵＥ１００Ａから受信したシステム情報に基づいて、リレーＵＥ１０
０Ａに対する送信に用いる無線リソースを決定する。リモートＵＥ１００Ｂは、決定した
無線リソースを用いて、端末間無線リンクを確立するための信号及び／又はメッセージを
リレーＵＥ１００Ａに送信する。リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１００Ｂに通知し
た無線リソースを用いて、リモートＵＥ１００Ｂから信号及び／又はメッセージを受信す
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る。リレーＵＥ１００Ａが一部のシステム情報のみをリモートＵＥ１００Ｂに送信する場
合、リモートＵＥ１００Ｂは、端末間無線リンクの確立後、リンクド状態において全ての
システム情報をリレーＵＥ１００Ａから取得してもよい。
【０１１１】
　（４．２）動作例２
　動作例２において、リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１００Ｂに中継すべきシステ
ム情報が更新された時のみ、リモートＵＥ１００Ｂに対してシステム情報の更新通知及び
／又はシステム情報の中継を行う。
【０１１２】
　図１４は、実施形態に係るシステム情報中継動作の動作例２を示す図である。動作例２
において、リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとの間の端末間無線リンクが確立
した状態（リンクド状態）を想定する。動作例２において、リレーＵＥ１００Ａとリモー
トＵＥ１００Ｂとの間の無線プロトコルが、３ＧＰＰ（ＬＴＥ）に準拠したサイドリンク
直接通信プロトコルであってもよい。
【０１１３】
　図１４に示すように、ステップＳ２１１において、リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵ
Ｅ１００Ｂに中継すべきシステム情報をｅＮＢ２００から受信する。リモートＵＥ１００
Ｂに中継すべきシステム情報は、ＳＩＢタイプ１～タイプ２１のうち何れかのタイプのシ
ステム情報であってもよい。リモートＵＥ１００Ｂに中継すべきシステム情報のタイプは
、予めリモートＵＥ１００ＢからリレーＵＥ１００Ａに通知されていてもよい（後述する
動作例３参照）。
【０１１４】
　ステップＳ２１２において、リレーＵＥ１００Ａは、ステップＳ２１１で受信したシス
テム情報が更新されたシステム情報であるか否かを判断する。リレーＵＥ１００Ａは、ス
テップＳ２１１で受信したシステム情報に対応するタグ情報（Ｖａｌｕｅ　Ｔａｇ）に基
づいて、システム情報の更新を判断してもよい。タグ情報（Ｖａｌｕｅ　Ｔａｇ）は、シ
ステム情報の更新に応じて更新される値である。システム情報のタイプ毎にｅＮＢ２００
からタグ情報（Ｖａｌｕｅ　Ｔａｇ）が提供される場合、リレーＵＥ１００Ａは、タグ情
報（Ｖａｌｕｅ　Ｔａｇ）に基づいて、どのシステム情報が更新されたのかを把握するこ
とができる。また、リモートＵＥ１００Ｂは、現状保持しているシステム情報のタグ情報
（Ｖａｌｕｅ　Ｔａｇ）を予めリレーＵＥ１００Ａに通知してもよい。リレーＵＥ１００
Ａは、リモートＵＥ１００Ｂから通知されたタグ情報（Ｖａｌｕｅ　Ｔａｇ）に基づいて
、リモートＵＥ１００Ｂが最新のシステム情報を保持しているか否かを確認してもよい。
【０１１５】
　或いは、リレーＵＥ１００Ａは、過去に受信したシステム情報を記憶し、記憶している
システム情報のうち最新のシステム情報と新たに受信したシステム情報とを比較してもよ
い。当該比較の結果、差異があれば、リレーＵＥ１００Ａは、新たに受信したシステム情
報が更新されたものであると判断する。差異がなければ、リレーＵＥ１００Ａは、新たに
受信したシステム情報が更新されたものではないと判断する。
【０１１６】
　リモートＵＥ１００Ｂに中継すべきシステム情報の更新を検知した判断した場合（ステ
ップＳ２１２：Ｙｅｓ）、ステップＳ２１３において、リレーＵＥ１００Ａは、当該シス
テム情報の更新を示す通知（Ｕｐｄａｔｅ　ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）をリモートＵＥ
１００Ｂに送信する。リモートＵＥ１００Ｂは、通知（Ｕｐｄａｔｅ　ｎｏｔｉｆｉｃａ
ｔｉｏｎ）に基づいて、システム情報の中継を要求するか否かを判断する。ここでは、リ
モートＵＥ１００Ｂがシステム情報の中継を要求すると判断したと仮定して、説明を進め
る。
【０１１７】
　ステップＳ２１４において、リモートＵＥ１００Ｂは、システム情報の中継要求（Ｒｅ
ｑｕｅｓｔ）をリレーＵＥ１００Ａに送信する。リレーＵＥ１００Ａは、中継要求（Ｒｅ
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ｑｕｅｓｔ）の受信に応じて、リモートＵＥ１００Ｂにシステム情報を中継すると判断す
る。但し、ステップＳ２１３及びＳ２１４の処理は必須ではなく、省略してもよい。
【０１１８】
　ステップＳ２１５において、リレーＵＥ１００Ａは、ステップＳ２１１で受信したシス
テム情報をリモートＵＥ１００Ｂに中継する。
【０１１９】
　（４．３）動作例３
　動作例３において、リレーＵＥ１００Ａは、システム情報に含まれる情報のうち、選択
した情報のみをリモートＵＥ１００Ｂに中継する。動作例２は、動作例１又は２と組み合
わされてもよい。
【０１２０】
　図１５は、実施形態に係るシステム情報中継動作の動作例３を示す図である。動作例３
において、リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとの間の端末間無線リンクが確立
した状態（リンクド状態）を想定する。動作例３において、リレーＵＥ１００Ａとリモー
トＵＥ１００Ｂとの間の無線プロトコルは、３ＧＰＰ（ＬＴＥ）に準拠したサイドリンク
プロトコルであってもよいし、３ＧＰＰ（ＬＴＥ）とは異なるプロトコル（例えば、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標））に準拠したプロトコルであってもよい。
【０１２１】
　図１５に示すように、ステップＳ２２１において、リモートＵＥ１００Ｂは、リレーＵ
Ｅ１００Ａに対する通知又は要求を行う。例えば、リモートＵＥ１００Ｂは、システム情
報中継の要否をリレーＵＥ１００Ａに通知してもよい。このような要否の通知は、システ
ム情報のタイプ毎に行われてもよい。リモートＵＥ１００Ｂは、特定のタイプのシステム
情報（例えば、ＳＩＢタイプ１８等）の中継をリレーＵＥ１００Ａに要求してもよい。リ
モートＵＥ１００Ｂは、自身がｅＮＢ２００のカバレッジエリア内であるか否かをリレー
ＵＥ１００Ａに通知してもよい。リモートＵＥ１００Ｂがカバレッジエリア内である場合
、リモートＵＥ１００ＢはｅＮＢ２００から直接的にシステム情報を受信することができ
るため、リレーＵＥ１００Ａはシステム情報の中継が不要であると判断してもよい。リモ
ートＵＥ１００Ｂは、ＭＢＭＳ受信に興味があることを示す通知（ＭＢＭＳ　Ｉｎｔｅｒ
ｅｓｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）をリレーＵＥ１００Ａに送信してもよい。リレーＵＥ１
００Ａは、通知（ＭＢＭＳ　Ｉｎｔｅｒｅｓｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）の受信に応じて
、ＭＢＭＳに関連するシステム情報（例えば、ＳＩＢタイプ１３／１５／２０）をリモー
トＵＥ１００Ｂに中継する必要があると判断してもよい。
【０１２２】
　ステップＳ２２２において、リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１００Ｂに中継すべ
きシステム情報を選択する。リレーＵＥ１００Ａは、ステップＳ２１１の通知又は要求に
基づいて、リモートＵＥ１００Ｂに中継すべきシステム情報を選択してもよい。リレーＵ
Ｅ１００Ａは、リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとの間の無線プロトコルに基
づいて、リモートＵＥ１００Ｂに中継すべきシステム情報を自律的に選択してもよい。当
該無線プロトコルが３ＧＰＰ（ＬＴＥ）のサイドリンクプロトコルである場合、リレーＵ
Ｅ１００Ａは、サイドリンクに関するシステム情報（例えば、システム情報Ｂ１８／１９
／２１）を選択する。一方、当該無線プロトコルが非３ＧＰＰプロトコル（例えば、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＷｉＦｉ等）である場合、リレーＵＥ１００Ａは、サイド
リンクに関するシステム情報を選択せずに、アクセス規制に関するシステム情報（例えば
、ＳＩＢタイプ２）を選択してもよい。
【０１２３】
　ステップＳ２２３において、リレーＵＥ１００Ａは、リモートＵＥ１００Ｂに中継すべ
きシステム情報をｅＮＢ２００から受信する。ステップＳ２２３の処理及びステップＳ２
２２の処理は、順序が逆であってもよい。この場合、リレーＵＥ１００Ａは、全てのシス
テム情報を一旦記憶した後、記憶したシステム情報の中から、リモートＵＥ１００Ｂに中
継するシステム情報を選択する。



(20) JP 6808032 B2 2021.1.6

10

20

30

40

【０１２４】
　ステップＳ２２４において、リレーＵＥ１００Ａは、ステップＳ２２２で選択したシス
テム情報のみをリモートＵＥ１００Ｂに中継する。
【０１２５】
　（５）その他の実施形態
　上述した実施形態において、コネクティッドモードにおけるページング中継動作として
、コネクティッドモードにあるリレーＵＥ１００Ａがアイドルモードページングメッセー
ジを監視する一例を説明した。しかしながら、リレーＵＥ１００Ａがコネクティッドモー
ドにある場合、ｅＮＢ２００は、リレーＵＥ１００Ａにスケジューリングされた無線リソ
ースを用いてページングメッセージをリレーＵＥ１００Ａに送信してもよい。具体的には
、ｅＮＢ２００は、通常の下りリンク送信と同様に、コネクティッドモード用のＤＲＸの
アクティブ期間（監視期間）において、ＲＲＣメッセージ又はＭＡＣ制御要素（ＭＡＣ　
ＣＥ）としてページングメッセージをリレーＵＥ１００Ａに送信してもよい。
【０１２６】
　上述した実施形態において、ｅＮＢ２００（又はＭＭＥ３００）からリレーＵＥ１００
Ａ（又はリモートＵＥ１００Ｂ）にユニキャストで送信される個別設定情報（例えば、Ｕ
Ｅ個別ＲＲＣシグナリング）について特に触れなかった。ＵＥ個別設定情報を最適化する
ために、リレーＵＥ１００Ａ（又はリモートＵＥ１００Ｂ）は、ネットワーク（ｅＮＢ２
００又はＭＭＥ３００）に対して、リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００Ｂとの間の
無線リンクプロトコルを通知してもよい。ネットワークは、当該通知されたリンクプロト
コルに応じて、個別設定情報を変更してもよい。例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標
）でリンクが確立している場合、ネットワークは、ＬＴＥに固有の設定、ｓｉｄｅｌｉｎ
ｋに固有の設定を省略することができる。また、リレーＵＥ１００Ａ（又はリモートＵＥ
１００Ｂ）は、リレーＵＥ１００ＡとリモートＵＥ１００との間のリンク速度（スループ
ット）、及び／又は、リレー伝送に係るバッファ容量（すなわち、リレーＵＥ１００Ａに
おいてリモートＵＥ１００Ｂのデータを蓄積するバッファの容量）をネットワークに通知
してもよい。ネットワークは、当該通知されたリンク速度及び／又はバッファ容量に応じ
て、リレーＵＥ１００Ａに対するリソース割当及び／又はベアラ設定を変更してもよい。
このようにしてスループットを調整することにより、無線リソースの有効利用やリレーＵ
Ｅのバッファオーバーフロー回避が可能となる。
【０１２７】
　上述した実施形態において、Ｌｉｇｈｔ　Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ状態を特に考慮していな
かった。Ｌｉｇｈｔ　Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ状態は、コネクティッドモードの一状態であっ
て、アイドルモードプロシージャが適用される特殊な状態である。上述した実施形態に係
る動作において、「アイドルモード」を「Ｌｉｇｈｔ　Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ状態」と読み
替え、「コネクティッドモード」を「通常のコネクティッドモード（Ｌｉｇｈｔ　Ｃｏｎ
ｎｅｃｔｅｄ状態ではない状態）」と読み替えてもよい。
【０１２８】
　上述した実施形態において、移動通信システムとしてＬＴＥシステムを例示した。しか
しながら、本発明はＬＴＥシステムに限定されない。ＬＴＥシステム以外の移動通信シス
テム（例えば、第５世代移動通信システム）に、上述した実施形態に係る動作を適用して
もよい。第５世代移動通信システムにおいては、コネクティッドモード及びアイドルモー
ドに加えて、新たなＲＲＣの状態が導入される予定である。新たなＲＲＣの状態は、「Ｒ
ＲＣインアクティブ」と称されてもよい。このような想定下において、上述した実施形態
に係る動作における「アイドルモード」を「ＲＲＣインアクティブモード」と読み替えて
もよい。
【０１２９】
　本願は米国仮出願第６２／５１０９４２号（２０１７年５月２５日出願）の優先権を主
張し、その内容の全てが本願明細書に組み込まれている。
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